















































た。以下,発 表 で述 べた特徴的事例を述べて
い く。
色 と柄 に関 しては,幸 和製作所 は2000年の
基本色 は紺色,茶 色,緑 色 であり,柄 は無地,
ス トライプ,チ ェック,ペ ー ズ リー,花 柄,
ポイ ン ト,模 様,ア ル ミフ レームの全種類が
生産 されていた。2006年には紺色 よりも明 る
い青色 の生産 が見 られるようにな る。 須恵廣
工業 は2000年の基本色 は紺色,茶 色,緑 色で
あるが,そ の他赤色,エ ンジ,ベ ー ジュな ど
他社 に比べ て明るい色 の商品 も少量であ るが
生産 されている。 また,2006年にな ると幸 和
製作所 と同様 に青色系が増加す るとい う傾 向
が見 られる。象印ベ ビーは2000年の生産色は,
緑色,黒 色,紺 色,青 色,茶 色,ベ ー ジュ,
オ レンジなど豊富で あるが,柄 は無地 が基本
であ り,ス トライプ,チ ェ ック,ポ イ ン ト,
アル ミフ レームが生産 されずデザイ ン的 に非
常 に シンプルであ った。 しか し,2006年にな
る と柄 にチ ェックが新 たに加わ り,ま た,色
に関 して も赤色 が新 たに生産 され るな ど明度
の高 い商 品の増加が 目立 ち,そ れ と同時 に黒
や灰色 の増加 など,男 性,女 性の どちらで も
使用で きる商品展開にな るという特徴を持つ。
サツキは2000年の基本色 は紺色であ り,柄 も
ス トライプ以外 の全種類で生産 されていた。
サツキ以外 の3社で は2006年には商品 の色 と
柄 が増加 しているが,こ のサ ツキのみ2006年
になると商 品が淘汰 され,ペ ーズ リー柄や ポ
イ ン ト柄 はな くなるという特徴を持つ。
各社 の特徴 と して,2000年の基本色は4社
共 に紺色,茶 色,緑 色で あるが,2006年に青
色 と赤色の増加が見 られ る。また,灰 色やベー
ジュなどさまざまな色 の生産が開始 され,色
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彩がよ り豊富 にな り,商 品 の幅が広がってい
ることが分 かる。
次 に,シ ルバー カーの大 きさに関 して分析
を行 った。本研究 では シルバー カーの大 きさ
を シルバーカーの座面 の幅39c皿か ら45c皿まで
を コンパ ク トと定義 し,幅45cmから49c皿まで
をセ ミと定義 し,幅49cm以上 あるものを ピッ
クと定義 した。大 きさの構成 について各社 を
見てみると,幸 和製作所 は2000年ピック56%,
セ ミ41%であ った ものが,2006年にはピック
が25%と大幅 に減少 し,コ ンパ ク トが3%か
ら33%に大幅 に増 加 してい る。須恵廣工業で
もピックが減少 しコンパ ク トが増加す るとい
う同様の傾向が見 られ る。 象印ベ ビーで は,
2000年コ ンパ ク トは生産 していなか ったが,
2006年ピック58%,セ ミ29%,コンパ ク ト13
%と い う商品構成 にな る。サ ツキでは2000年
ピック96%,コ ンパ ク ト4%と セ ミの生産 は
無 いが,2006年にはコ ンパ ク トがな くな り,
ピック60%,セ ミ40%にな る。以上 のよ うに
2000年と2006年で比較 して みると,ピ ックが
減少 し,セ ミ,コ ンパ ク トが増加 している と
いうことが分 かる。
次 に,シ ルバーカーのハ ン ドルの形態につ
いて分析 を行 った。 シルバ ーカーを上部 か ら
見た姿を基本 として,通 常 の シルバーカー に
多 く見 られ る,ハ ン ドルに平行 して棒状の ブ
レーキが付属 して いるものを1型 と した。 ま
た,歩 行車 タイプに多 く見 られ るよ うにハ ン
ドルがU型 にな ってお り,使 用者 が身体をハ
ン ドル内部 に入れて使用す るタイプの もの を
U型 と した。最後 に,グ リップが握 りやす い
よ うに左右共 にハ ン ドルタイプにな っている
ものを,ハ ン ドグ リップ型(以 下HG型 と表
記)と した。 ハ ン ドル形状 に関 して2000年と
2006年とを比較す る と,2000年には シルバー
カーの典 型的形状 であ った1型 のハ ン ドルが
91%と大 半を占め,HG型 が5%,U型 が4
%で あ ったが,2006年になる と,1型 が63%
に減少 し,U型が6%,HG型 が31%に上昇
するという特徴が見られた。 このように,ハ
ンドルの形状においても高齢者のニーズに答
える形で変化がみられるということが分かっ
た。
以上の分析における総合的見地から,2000
年にいわゆる 「紺色,ピ ック,1型」のシル
バーカーが主流であったものが,2006年には,
以前のような固定概念はな くなり,色 と柄,
大きさ,ハ ンドル形状共により若 々しいデザ
インへと変化 し,商品展開に多様性が見 られ
るようになってきているということがわかっ
た。また,商 品種類の増加に伴い,高齢者の
選択の幅も増加 しているということが分かっ
た。
3ま と め
本研究によ り,シルバーカーのデザインや
形態が流動化 しているということが明らかに
なった。色やデザインはより豊富になり,元
気な高齢者の存在を意識 したものに変化して
きている。またそれと同時に,小型化の傾向
が目立つ。要するにセ ミタイプの増加である。
また,ハ ンドルは1型からHG型へと変化し
てきており,この様な豊富な商品展開は高齢
者の 「おしゃれ」感のニーズに答える形で企
業側の商品開発を後押 ししている。商品を
「選ばされていた時代か ら選べる時代へ」 と
選択が当たり前の時代へと変化しており,こ
のことは,シルバーカーの使用増加に役立ち,
高齢者の外出に寄与 していると考えられる。
今後の課題 として,高齢者が持ちたいと願
う商品を増加 させ,高齢者の 「おしゃれ」感
に答える商品を提供す ることが必要と考えら
れる。また,同時に,シ ルバーカーを使用 し
ての歩行による外出を推進することは超高齢
時代における 「予防介護」にも役立つと考え
られることから,高 齢者が持ちたいと願 う
「おしゃれなシルバーカー」を提供 してい く
ことが必要であると考えられる。
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